
Ａ
１

Ａ
２

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ Ｑ

Ａ
１

Ａ

Ｑ
１

Ｑ

Ａ
２

Ａ
３

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
２

Ａ
３

Ｑ
２

Ｑ
３

Ｑ
１

Ａ
１

投票率の低下に対する方策は投票率の低下に対する方策は

選挙に関する教育の充実や、選挙を身近に感じる
ことができるような取り組みを推進する。（三村町長）

投
票
率
低
下
は
全
国
的
な

傾
向
で
あ
る
が
、
町
と
し
て

の
方
策
は
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
達

に
、必
要
な
知
識
と
判
断
力
、

行
動
力
の
習
熟
を
進
め
る
公

民
教
育
の
充
実
が
課
題
で
あ

り
、
選
挙
に
関
す
る
教
育
の

充
実
や
、
児
童
生
徒
が
、
選

挙
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
の
推
進
に
配
慮
す

る
。

財政の効率的な運営を財政の効率的な運営を

今後、地域とよく連携し、自主防災の活動への支援
などに取り組んでいく。（三村町長・岩田総務部長）

ボランティア活動への
町当局の関わり方
ボランティア活動への
町当局の関わり方

個人や団体の期待に沿えるよう努める。（立花副町長）

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

る
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ

を
見
据
え
た
、
今
後
の
選
挙

啓
発
の
方
針
は
。

期
日
前
投
票
の
更
な
る
周

知
や
成
人
式
を
活
用
し
た
広

報
、
選
挙
に
特
化
し
た
出
前

授
業
の
実
施
や
実
物
の
選
挙

機
材
を
用
い
た
生
徒
会
選
挙

へ
の
支
援
と
い
っ
た
先
進
事

例
を
研
究
し
て
い
く
。

⑤ くまの議会だより　第95号 くまの議会だより　第95号 ④

夜間訓練により、住民の防災意識の高揚、
災害への対応力の向上が図られる。（三村町長）

防災対策防災対策

町民の町政への関心町民の町政への関心

「町民の声」を傾聴し、政策形成や事務事業の
改善等に活かすよう努めている。
　　　　　　　　（三村町長・岩田総務部長）
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施
政
方
針
で
、
夜
間

訓
練
を
実
施
す
る
と
言

わ
れ
た
が
、
現
時
点
で

の
訓
練
計
画
は
。

夜
間
の
避
難
訓
練

は
、
川
角
地
区
に
お
い

て
、
概
ね
午
後
７
時
頃

か
ら
、
土
砂
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
と
す
る
予

定
で
あ
る
。

実
施
時
期
は
、
８
月

20
日
前
後
と
し
、
大
原

ハ
イ
ツ
と
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
の
約
１
９
０
世
帯

の
住
民
を
対
象
と
す

る
。初

め
て
の
夜
間
訓
練

で
あ
り
、
避
難
時
の
誘

導
等
安
全
面
へ
の
十
分

な
配
慮
が
必
要
だ
が
、

広
島
市
の
豪
雨
災
害
か

ら
一
年
を
経
過
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
実
施
と

い
う
こ
と
で
、
住
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
、
災

害
へ
の
対
応
力
の
向
上

が
図
ら
れ
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
伝
達
す

る
の
か
。

町
内
全
体
に
防
災
無
線
に

よ
る
一
斉
放
送
、
携
帯
電
話

等
に
一
斉
に
配
信
す
る
緊
急

速
報
メ
ー
ル
、
公
用
車
、
消

防
車
両
で
巡
回
し
て
の
呼
び

か
け
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て

の
周
知
等
に
よ
り
伝
達
す

る
。高

齢
者
等
の
災
害
弱
者
に

対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
避
難
勧
告
等
を
伝
達
す

る
の
か
。

災
害
時
に
は
、
隣
近
所
で

声
を
掛
け
合
い
一
緒
に
避
難

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
に
は
、高
齢
者
・

障
害
者
を
対
象
に
、
避
難
時

に
第
三
者
の
援
助
が
必
要

か
。
ま
た
、
情
報
を
自
治
会

等
へ
提
供
す
る
こ
と
の
同
意

を
得
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。

庁
舎
内
及
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
、「
意
見
と
提

案
」
の
受
付
が
中
止

さ
れ
て
い
る
が
、「
町

民
の
声
」（
教
育
・

福
祉
・
道
路
・
税
金
）

は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。昨

年
末
を
も
っ
て

「
意
見
箱
」
の
運
用

を
暫
定
的
に
休
止
し

て
い
る
が
、
本
年
８

月
に
予
定
す
る
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
て
再
開
す
る
予
定

で
あ
る
。

な
お
、
区
分
別
の

投
書
件
数
は
、
過
去

２
年
間
の
１
２
０
件

に
つ
い
て
み
る
と
、

「
教
育
」
15
件
、「
福

祉
」
18
件
、「
道
路
」

９
件
、「
税
金
」１
件
、

そ
の
他
が
77
件
で

あ
っ
た
。

先
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員

選
挙
で
は
、
投
票
率
が
６
割
に

も
満
た
な
か
っ
た
が
、世
代
別
、

男
女
別
の
投
票
率
の
状
況
は
ど

う
か
。

世
代
別
投
票
率
は
集
計
を

行
っ
て
い
な
い
が
、
昨
年
の
衆

議
院
選
挙
の
サ
ン
プ
ル
調
査
で

は
、
20
歳
代
約
33
％
、
30
歳
代

約
42
％
、
40
歳
代
約
50
％
、
50

歳
代
約
60
％
、60
歳
代
約
68
％
、

70
歳
代
以
上
が
約
59
％
と
な
っ

て
お
り
、
本
町
に
お
け
る
世
代

別
の
投
票
率
は
、
概
ね
同
様
で

あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

近
年
の
男
女
別
投
票
率
は
、

国
政
選
挙
で
は
男
性
が
高
く
、

地
方
選
挙
で
は
女
性
が
高
い
と

い
う
結
果
で
あ
る
。

18 

歳
、
19
歳
の
想
定
有
権
者

数
は
。

概
ね
５
０
０
人
程
度
で
あ

る
。

時光 良造 議員

荒瀧 穂積 議員

諏訪本 光 議員
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昨年の東部地域避難訓練▶

◀下校時の見守り

元
気
な
熊
野
町
を
目

指
し
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、

昨
年
、
活
動
方
針
等
を

模
索
す
る
上
で
、
町
当

局
の
情
報
等
を
得
る
た

め
、
町
職
員
の
派
遣
を

依
頼
し
た
が
、
積
極
的

な
姿
勢
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
。

町
当
局
と
も
連
携
し

て
活
動
し
て
い
る
自
主

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
対
し
て
、
町
当
局

は
ど
の
よ
う
に
支
援
を

し
て
い
く
の
か
。

こ
れ
ま
で
、
出
前
講

座
や
地
域
懇
談
会
等
、

地
域
に
出
向
き
、
個
別

に
情
報
発
信
や
対
話
を

行
う
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。

ご
指
摘
を
踏
ま
え
、

共
助
活
動
の
展
開
に
際

し
て
は
、
個
人
や
団
体

の
期
待
に
沿
え
る
よ
う

努
め
る
。

諏訪本 光 議員

民法 正則 議員

施
策
の
基
本
は
優
先
順

位
に
基
づ
く
こ
と
が
大
切
。

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ

た
海
上
側
の
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
関
心
も

高
い
。
設
置
の
基
準
等
を

明
確
に
し
、
町
民
の
理
解

を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

本
件
施
設
を
整
備
す
る

海
上
側
地
区
は
、
東
部
地

域
健
康
セ
ン
タ
ー
、
第
二

小
学
校
、
東
公
民
館
と

い
っ
た
こ
の
地
区
を
対
象

と
す
る「
避
難
所
」や「
一

時
避
難
場
所
」
か
ら
相
当

の
距
離
が
あ
り
、
か
つ
、

近
辺
に
は
緊
急
避
難
的
に

待
避
場
所
と
し
て
代
用
で

き
る
よ
う
な
大
型
の
商
業

施
設
や
駐
車
場
の
類
も
な

い
た
め
、
防
災
上
の
観
点

か
ら
設
置
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

平
成
29
年
度
に
は
、
西

公
民
館
跡
地
に
も
、
類
似

の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。


